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EV普及の次に控えるリサイクルの大波に備えて 1/2
電池は劣化し、寿命を迎えるものです。身近な例で言えば、スマートフォンで実感されていることでしょう。車載電池の場合も、期間や品質は異
なるものの、劣化や寿命はユーザーにとっての大きな懸念事項です。

電池にはリチウム、コバルト、マンガンなどのレアメタルが使用されていますが、寿命を迎えた電池を単純廃棄してバージン材で補給していて
は、いずれ資源枯渇が問題になります。そこで欠かせないのがリサイクルですが、車載電池は車両とともに中古市場に流通して回収が困難な
ほか、大型のため金属を取り出すにはコストがかかる厄介な代物です。

こうした事情も背景に、EV（電気自動車）の普及で先行する中国では、寿命を迎えた大量のEVが不法投棄された“EV墓場”の映像がかつて現
地メディアを賑わせていました。しかし、今では電池のリサイクル率90％超を誇り、大手リサイクルプレーヤーを擁するまでに成長しています。

中国の成功要因は政府の規制強化にありました。電池資源の価格高騰に目をつけ、廃材を買い漁るヤミ資源再生業者が横行したことで、さら
に価格が高騰し、不法投棄などで管理を難しくしていたため、政府は業者の認可制と車載電池の背番号制を導入。廃棄資源の収集・回収を徹
底したのです。

本レポートでは、その中国・韓国で施行された規制に倣い、2023年8月に欧州電池規則を発効した欧州のリサイクル市場の成長予測を紹介し
ています。

欧州では新型コロナウイルス禍の2020年にEV販売台数が一気に伸び、電池が寿命を迎える2030年ごろにリサイクル市場が活性化します。
当初は供給過剰に見えるリサイクル処理能力もやがてフル稼働に入り、2035 年までには大規模な追加投資が必要となる見込みです。
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EV普及の次に控えるリサイクルの大波に備えて 2/2
この車載電池のリサイクルですが、寿命を迎えた電池の行き先としては、低速車などへのカスケード利用、定置用蓄電池へのリユースの他、
全固体電池などで電池寿命そのものを飛躍的に延ばすような解決方法も考えられます。

しかし、再生可能エネルギーの導入には上限があり、定置用蓄電池市場もいずれは飽和する見込みです。電池ケミストリーの技術開発にも時
間がかかります。間近に迫る「車両電動化第一波の寿命」という大波を乗り越えるには、リサイクルによるクローズドループ構築が最優先、とい
うことが業界の共通認識になりつつあります。

日本は、本レポートでとりあげる欧州や中国と比較して、まだストックベースでも2％のEV普及率に留まります。つまり電動化第一波はこれから
起きる事象であり、リサイクルビジネスの立ち上がりはさらにその先となりますが、確実性の高い未来です。

国内における電池事業の次の一手を考える上でも、欧州や中国で進むリサイクルバリューチェーン形成や対応する技術開発動向、そして何よ
り収益化し得る環境変化シナリオを把握しておくことが重要ではないでしょうか。

PwCコンサルティング合同会社

Strategy& シニアマネージャー

桑原 永尚
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欧州車載電池リサイクル市場調査
Strategy& ｜ アーヘン工科大学PEM研究所

2022～23年は複数のステークホルダーが多様な取り組みを
発表するなど、EV車載電池リサイクルの気運が高まった
EV車載電池リサイクルに関する最近のニュースクリッピング
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欧州車載電池リサイクル市場調査
Strategy& ｜ アーヘン工科大学PEM研究所

欧州のEV車載電池リサイクル市場はサステナブルなビジネスへと
進化し、バリューチェーンを拡大している
エグゼクティブサマリー

規制による後押し
アジアの規制を受け、欧州は2023年に規制体系を改定。特に2031年以降はリサイクル効率を70％に引き上げることを
義務付けた。

電池リサイクル技術
着実なテクノロジーの進歩とサプライチェーンの確立で、ハブ拠点にて40kt、スポーク拠点にて10ktを分散処理するリサイク
ル体制により最大50％のコストダウンが期待できる。

2030年における欧州の車載電池リサイクル市場展望
欧州の車載電池リサイクル市場には、2030年までに20億ユーロ超の投資が見込まれる。2035年に向けてさらなる市場成
長に対応するためには70億ユーロの追加投資が必要である。

考察と提言
車載電池リサイクルは規制のハードルを乗り越え、約80億ユーロ規模の市場へと成長するとともに、電池価格低下（例：正
極活物質が2～4ユーロ／kWh）をもたらすことで、経済合理性のあるサステナブルなビジネスになる。
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欧州車載電池市場
電動化率の上昇に加えて2030年に欧州のセル生産量が約900GWhに達すると、2040年には約6,000ktの退役電池が生じ
ることとなり、欧州におけるEV車載電池リサイクル市場を押し広げる。
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欧州車載電池リサイクル市場調査
Strategy& ｜ アーヘン工科大学PEM研究所

高い電動化率と
欧州のセル生産増強が
リサイクル市場を牽引

1 欧州車載電池市場

欧州におけるギガファクトリー増強

欧州の電動化市場動向を受け、欧州全域で電池生産
が大幅に増強される。2030年には欧州域内のギガ
ファクトリー供給が1.0TWhに迫る見通し。

退役電池のリサイクル主流化

ギガファクトリーからのスクラップ品が中心だったリサ
イクル市場は、 電動化第一波の廃車電池へと2030年
以降に置き換わる。2040年には、欧州車載電池リサ
イクル市場の規模が1.0TWhに拡大。

電動化の大幅な進展

2030年には世界の小型乗用車の40％前後にBEV
（バッテリー式電気自動車）プラットフォームが採用さ
れ、2040年にはBEVの比率が70％超に達することが
予想される。2030年から2040年にかけて世界のEV車
載電池需要はほぼ倍増し、最大6.5TWhに。

欧州車載電池リサイクル市場調査
Strategy&｜アーヘン工科大学PEM研究所 6



欧州車載電池リサイクル市場調査
Strategy& ｜ アーヘン工科大学PEM研究所
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2030年には約40％の小型乗用車がBEVプラットフォーム化
欧州と中国がけん引役となり、世界の電池需要は3.4TWhを超える

1)以下、「電池」は自動車業界の高電圧リチウムイオン電池を指す。

BEV普及と電池需要（2023年現在の現実的シナリオ）

世界のBEV普及状況 (単位：100万台） 世界の電池1 需要 (単位：GWh）

6tまでの小型乗用車

10%

2022

22%

2025

42%

2030

61%

2035

72%

2040
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98
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BEV以外 BEV

その他の地域
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欧州車載電池リサイクル市場調査
Strategy& ｜ アーヘン工科大学PEM研究所

2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030

EV需要の増大に伴い、欧州の電池セル生産は今後10年間で急増

1) 机上調査と専門家の推定に基づき、発表された生産能力（GWh）を現在のプロジェクト始動状況と比較して算出した調整後予測値。

欧州域内のギガファクトリー増強

2022年：
約33GWh 

欧州のギガファクトリー建設予測 備考

• 生産能力（GWh）増強の発表値

と予想値の差は着工の遅れと
市場統合に起因する。

• メーカー上位5社が全生産能力
の約半分を占める。

• 大半の小規模メーカーは2027
年以降に増強を開始する。

1位 2位 3位 4位 5位 その他

2030年：
約900GWh 

900

2030年までの

発表分

Strategy&の
2030年予測¹

1,800
-50%
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欧州車載電池リサイクル市場調査
Strategy& ｜ アーヘン工科大学PEM研究所

2023 2025 2030 2035 2040
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2040年にはリサイクル資源が30年の10倍に ： 当面はギガファクトリーの
スクラップ品が中心だが、30年以降は退役電池が増加
欧州のリサイクル市場

• 2023年から2030年の間は、ギガファクトリーからのスクラップ品の
リサイクルが中心。

• リサイクル資源に占めるスクラップ品の割合は大幅に下がり、2040年
には市場の10％弱に。

• 2040年には最大5,950ktの退役電池のリサイクルが中心となり市場を
牽引。退役電池 スクラップ

• 2030年から2040年にかけて、リサイクル可能資源は約10倍に増加。

• 2030年以降の急増は、電動化第一波の車両が廃車時期を迎えるため。

リサイクル可能資源の開発 （単位：GWh、kt） リサイクル可能資源の構成 （単位：GWh、kt）
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欧州車載電池リサイクル市場調査
Strategy& ｜ アーヘン工科大学PEM研究所

アジア各国の規制に倣い、
欧州も法改正を実施。
2023年以降の規制体系を
整備した

欧州車載電池リサイクル市場調査
Strategy&｜アーヘン工科大学PEM研究所

2 規制による後押し

アジア各国が規制にてリード

2013年に制定した初期段階の規制が功を奏し、韓国
と中国は車載電池リサイクルで先行。現在の電池リサ
イクル率は約90％。

EUが法改正

2006年以降のリサイクル率を55％と定める欧州電池
指令は新たな枠組みを要請。欧州電池規則2023によ
り、クローズドループリサイクル実現に向けた電池バ
リューチェーンのマイルストーンを設定。

クローズドループ実現に向けた明確な目標

2023年に施行されたEU法では、重要資源ごとにリサ
イクル効率とリサイクル率を設定し、セル生産における
リサイクル材使用の最低目標値を定めた。
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欧州車載電池リサイクル市場調査
Strategy& ｜ アーヘン工科大学PEM研究所

アジア各国の規制に倣い、最近では欧州もリサイクル実現に向けた計画
を設定し、2023年以降に適用
規制環境

いまだに車載電池リサイクルに関する一般的な義務を設けない米国

• 電池リサイクル規制を推進する研究プロジェクトや「Call2Recycle」のようなプログ
ラムは存在。

• 「重要鉱物・原料プログラム」にてクリーンテクノロジーに貢献する重要資源の取り
扱いを分けることで、電池リサイクルに間接的に影響。

新たな電池リサイクル規制体系を2023年8月に発効

• 欧州は2006年制定の電池指令を、ライフサイクル全体に規制が及ぶように改正。

• 改正後の規制枠組みは、収集・回収の目標値やメーカーの責任拡大など、寿命を迎えた電池に対
する要求事項を導入。

先行する電池リサイクル規制とリサイクル効率

• 2013年以降、韓国は約90％のリサイクル率を達成している。

• 中国の電池リサイクル率は約90％。マンガンなど重要度の低い資源のリサイクル率は85％超。さらに排水処理規制
も実施している。

次のスライドで深掘り
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欧州車載電池リサイクル市場調査
Strategy& ｜ アーヘン工科大学PEM研究所

2025 2030 2035

改正された欧州規則では、回収目標およびリサイクル効率を引き上げ、
リサイクル材の最低使用率を定めた
欧州電池規則のマイルストーンとその内容

リサイクル効率を5ポイ
ント引き上げ

リサイクル材使用率を
100％以上引き上げ

Liの回収目標を100％
以上引き上げ

+

+

65％

+

70％

++

35％ Li
90％ Co, Ni, Cu

++

80％ Li
95％ Co, Ni, Cu

6％ Li
6％ Ni 
16％ Co

12％ Li
15％ Ni
26％ Co

回収目標

リサイクル材
最低使用率

リサイクル
効率
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欧州車載電池リサイクル市場調査
Strategy& ｜ アーヘン工科大学PEM研究所

3 電池リサイクル技術

欧州車載電池リサイクル市場調査
Strategy&｜アーヘン工科大学PEM研究所

着実なテクノロジーの進歩

今後数年のうちに、乾式製錬から湿式製錬へとリサイ
クル技術が移行し、効率が向上する見込み。

構築が進むバリューチェーン

準備、前処理、本処理からなるバリューチェーンが現在
構築されつつある。バリューチェーンに沿って処理分担
とスケールアップが進めば、投資額を最大50％削減で
きる可能性がある。

ハブ＆スポーク型フットプリントを確立

本処理は巨額の設備投資を要するため、中央集中型ハ
ブを中心にバリューチェーン構築が進み、準備と前処理
は顧客に近い分散型スポーク（各拠点）に配置される。

ハブとスポークの比率は1：10と予想される。
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着実なテクノロジーの進歩
のもと、分散型スポークと
中央ハブからなるリサイクル
処理分担体制へと移行



欧州車載電池リサイクル市場調査
Strategy& ｜ アーヘン工科大学PEM研究所

乾式製錬

高温プロセスにより合金（Cu、
Co、Ni）とスラグ（Li）を生成

湿式製錬

浸出、不純物除去、分離の化
学的プロセスを適用。電池グ
レードの材料を生成するため、
その後、精製が行われる場合
もある

ダイレクトリサイクル

直接再利用可能な正極活物質
の生成

準備 前処理 本処理

リサイクルは、分散型の準備と前処理に加え、中央集中型の本処理の
三段階に分けられる
電池リサイクル工程の概要

電池活物質
混合物

(BAMM)

分離

ふるい分け、浮遊選鉱、密度、磁気
を利用したプロセスによる各種材料
の分離

粉砕済み
パック

破砕

乾式または湿式粉砕、インパクトミ
ル、衝撃波によりセルを粉砕

金属合金／
スラグ

電池グレードの
材料

スポークで行われる分散型活動
（必要資本が小さい）

ハブで行われる中央集中型活動
(必要資本が大きい）

1 2 3

正極活物質

解体

電池パックの解体、ハウジング、フ
レーム、ワイヤ、冷却システムの取
り外し

モジュール／
セル

モジュール／
セル

熱処理

破砕準備のため、電池パックを熱
分解または大気状態熱処理

放電済みパック

放電

リサイクル工程を安全にするため
電池を放電
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欧州車載電池リサイクル市場調査
Strategy& ｜ アーヘン工科大学PEM研究所

技術成熟度が上がり、本処理プロセスは乾式から、よりリサイクル効率の
高い湿式製錬プロセスへと進化

1) CAM = 正極活物質、2) TRL = 技術成熟度

本処理：プロセスの種類と特徴

テクノロジー

KPI 
（現時点）

低 高

電池グレードの材料金属鉱石／合金

TRL2

CAPEX（資本的支出）

OPEX（運用コスト）

効率

正極活物質
アウトプット

TRL
CAPEX

OPEX
効率

TRL
CAPEX

OPEX
効率

本処理3

湿式製錬

• 湿式製錬は、浸出、不純物除去、分
離を含む化学プロセス。

• 続いて、Li、Ni、Mn、Coを回収し、純

度を高めるため、溶媒抽出および化
学沈殿法（またはそのいずれか）を
行う。

乾式製錬

• 電池を熱プロセスで約1,500℃に加
熱し、Co、Ni、Cuを含む濃縮合金を
生成。

• LiとMnはスラグとなり、建設業で使
用できる状態に。または、Li回収の
ためさらなる処理が加えられる。

ダイレクトリサイクル

• 材料は回収され、電池製造に直接
使用される。

• 個々の元素に分解することなく
CAM1のみを回収するための熱プロ
セスと化学プロセスの組み合わせ。

• このプロセスはまだほとんどが研究
開発段階。
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欧州車載電池リサイクル市場調査
Strategy& ｜ アーヘン工科大学PEM研究所

準備 前処理 本処理

回収効率

19％

第一優先の
電池グレード材料

21％

第二優先の
電池グレード材料

現在の湿式製錬プロセスで正極活物質としてリサイクルできるのは
退役電池質量の約20％

NMC電池とLFP電池の比率は70:30と想定

写真提供：https://www.ilpeagalvarplast.com/ev-cooling-systems/

リサイクル効率：電池材料の回収 （湿式製錬の例）

100％

退役電池

60％

不活性電池材料

40％

BAMM

正極材

負極材

3
Li

25
Mn

27
Co

28
Ni

1 2 3

不活性電池材料（例：ハ
ウジング、ワイヤなど）

6
C

13
Al

26
Fe

29
Cu

備考

• 全体で退役電池質量の
19％を回収し、第一優

先の電池グレード材料
にすることができる。

• リサイクル経路全体に
わたり、90％の効率で
BAMMから第一優先の

電池グレード材料が抽
出される。

• 第二優先の電池グレー
ド材料の回収はまだ開
発段階。
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本処理は必要投下資本の大半を占める ：
リサイクルハブにはスケールメリット創出の可能性がある

1) 操業コストおよび資本コストは、コストエンジニアリング推進協会 （AACE：Association for the Advancement of Cost Engineering）の精度クラス4（±25％）で計算した。
出所：VDMA/Fraunhofer ISI (Recycling of lithium-ion batteries: Opportunities and Challenges for Mechanical and Plant Engineering) 2021; Sattar et al. (Automotive Lithium ion Battery Recycling in the UK) 
2020; Primobius (Recycling JV with Primobius – Operating and Investment Cost Estimates) 2021; Lima et al. (Economic Aspects for the Recycling of Used Lithium-Ion Batteries from EVs)  2022; PEM insights

電池リサイクルプロセス各要素のCAPEX/OPEX1

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

10
0万

ユ
ー
ロ
／
電
池

1,
00

0t
／
年

放電 半自動解体 機械的前処理 湿式製錬 乾式製錬 その他（間接費、

ロジスティクスなど）

0.1 0.1
0.2 0.1

0.6

0.2

2.9

0.5

2.3

0.4 0.3

1.3

• スポークは多額の資本を要さな
い「準備」と「前処理」の段階を
担う。

• ハブは、CAPEXとOPEXの大
部分を占める「本処理」に集中。

• 「その他」には、リサイクルプロ
セスの全ての部分の間接費
（チェーン、ロジスティクスなど）
が含まれる。

CAPEX OPEX（年間）

各スポークで行われる分散型活動 ハブで行われる中央集中型活動

備考準備 前処理 本処理1 2 3
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0 10,000 20,000 30,000 40,000 50,000
0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

-50％

0 10,000 20,000 30,000 40,000 50,000
0

4

8

12

16

-55％

リサイクルスポーク （1万t／年）
機械的準備と前処理

10,000t
退役電池

約4,000t
BAMM

約
40％

• スケールメリットと顧客までの距
離の得失評価でハブ施設とス
ポーク施設の理想的な規模が
決まる。

• スポークの場合、年間約1万tの
退役電池を処理できる規模が
理想と考えられる。

• さらなるスケールメリットを追求
しても、これ以上大きなスポーク
は、輸送コストが上昇するため
採算が合わない。

• ハブの場合、年間約4万tの
BAMMを処理できる規模が理
想と考えられる。

ハブもスポークも、スケールメリットを生かしてプロセスチェーン構築を
進めれば、CAPEXを約半分に抑えられる
プロセスチェーンに沿ったコスト評価

BAMM（t）

電池（t）

100万ポンド／1,000t

100万ポンド／1,000t

リサイクルチェーン スケールメリット （CAPEX ポンド／t） 備考

輸送
予想比率は1:10。10カ所のスポークが1か所の
ハブにサービスを提供。

リサイクルハブ（4万t／年）
本処理（湿式）

40,000t
BAMM

約19,000t
電池グレード材料

約
43％
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4 2030年における欧州の車載電池リサイクル市場展望

欧州車載電池リサイクル市場調査
Strategy&｜アーヘン工科大学PEM研究所

2035年には追加投資が必要に

2035年にリサイクル可能資源を全て処理できるように
するためには約70億ユーロの追加投資が必要である。

発表分の増強には多額の投資が必要

当初は供給過剰気味のリサイクル能力だが、その後
2030年以降はフル稼働が予想される。年間総リサイク
ル能力約57万tに必要な投資額は22億ユーロ。

2030年以降はリサイクル能力に不足が生じる

電動化第一波の車載電池が寿命を迎え、リサイクル可
能資源量が発表分のリサイクル能力を上回る。その結
果、2030年にはリサイクル能力に不足が生じる。

19

欧州リサイクル市場には
2030年までに20億ユーロ
超が投じられる見通し



欧州車載電池リサイクル市場調査
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ハブ（湿式製錬リサイクル
施設）

乾式製錬リサイクル
施設

スポーク （機械的前処
理施設）

年間リサイクル能力

ハブとスポークの能力増強に関しては2030年までに約22億ユーロの
投資が発表済み
発表分リサイクル能力見通しとリサイクル開発投資

大規模な湿式製錬施
設（ハブ）と多数の小
規模な機械的前処理
施設（スポーク）を持
つハブ＆スポーク・
ネットワーク

600

300

600

1,600

合計CAPEX（単位：100万ユーロ）2025年には
…

2030年には

約900
CAPEX総額（単位：100万ユーロ）

約260
電池リサイクル能力

（単位：kt）

約70
BAMMリサイクル能力

（単位：kt）

5
ハブ

約15,000
平均BAMM処理能力／ハブ

（単位：t）
33

スポーク

約8,000
平均電池処理能力／
スポーク（単位：t）

16
ハブ

約40,000
平均BAMM処理能力／ハブ

（単位：t）
57

スポーク

約10,000
平均電池処理能力／
スポーク（単位：t）

約2,200
CAPEX総額（単位：100万

ユーロ）

約570
電池リサイクル能力

（単位：kt）

約254
BAMMリサイクル能力

（単位：kt）

欧州における2030年のリサイクル能力見通し リサイクル・サプライチェーンへの投資
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0

1,000

2,000

3,000

2023 2025 2027 2030 2033 2035

• 2030年までは、欧州リサイクル市場に大

規模な能力過剰が発生。市場統合が進行
する見込み。

• 2030年以降はリサイクル可能資源量とリ
サイクル能力の間にギャップが生じる。

• 特にスポークで大きな能力不足が生じる。

• リサイクル能力不足は追加投資によって
解消されると考えられる。

発表分のリサイクル能力をリサイクル可能資源量と照らし合わせると
2030年以降はリサイクル能力不足が発生

注：ハブは湿式製錬および乾式製錬リサイクル能力で構成される。

今後2035年までのリサイクル能力開発

スポーク ハブ リサイクル可能資源量（退役+スクラップ）

起こり得るリサイクル能力過剰 投資による不足
解消を期待

リサイクル能力開発 （電池 単位：kt） 備考
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2035年までに約70億ユーロが追加投資されれば、リサイクル能力不足
が解消されると予想

注：ハブは湿式製錬および乾式製錬リサイクル能力で構成される。

2030年以降のリサイクル能力開発

0

1,000

2,000

3,000

2030 2031 2032 2033 2034

2,600

2035

1,600

スポーク ハブ リサイクル可能資源量（退役+スクラップ）

合計CAPEX（単位：100万ユーロ）

約9,600
CAPEX総額（単位：100万ユーロ）

約2,600
電池リサイクル能力（単位：kt）

約1,000 
BAMMリサイクル能力（単位：kt）

27
ハブ

約40,000
平均 BAMM処理能力／ハブ

（単位：t）

266
スポーク

約10,000
平均 電池処理能力／スポーク

（単位：t）

• 2035年に必要なリサイクル能力を満たすには総額96億ユーロの
CAPEXが必要である。

• 発表内容によれば、2030年にはすでに16億ユーロがハブに、6億
ユーロがスポークに投資されていることになる。

• 必要なリサイクル能力を構築するためには、2035年までにさらに総
額約74億ユーロを投資しなければならない。

5,1001,600

2,300600

2035
2030
投資

2030～2035年のリサイクル能力予測値（電池 単位：kt） リサイクル・サプライチェーンへの投資
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5 考察と提言

欧州車載電池リサイクル市場調査
Strategy&｜アーヘン工科大学PEM研究所

リサイクルがCAM価格を押し下げる可能性

より多くのリサイクル可能資源が低コストで入手できる
ようになれば、正極活物質（CAM）価格が最大20％（す
なわち、2～4ユーロ／kWh）下がり、結果として電池価
格への好影響が期待できる。これにより、電動化とリサ
イクル市場の受け入れがさらに進むと見込まれる。

経済的モチベーションが増強の原動力に

処理能力増強と廃棄電池の増加に伴い、リサイクルビ
ジネスは全てのバリューチェーン・ステークホルダーが
実現可能、持続可能な利益を生み出せるようになる。

リサイクル材が大きく貢献

2035年にはリサイクル材が電池セル生産用Li、Ni、Co
需要の最大30％を占める可能性がある。わずかなブレ
はあるとしても、欧州のリサイクル目標は達成される見
通しである。

23

リサイクルは規制のハードル
を乗り越え、実現可能・持
続可能なビジネスに



欧州車載電池リサイクル市場調査
Strategy& ｜ アーヘン工科大学PEM研究所

完全なクローズドループ実現はかなり先の見通しだが、2040年には
リサイクル材の貢献度が最大60％に達し得る
電池生産においてリサイクル材料が占める比率

2024年1月
2024年1月

10%
20%

30%

95% 90%

70%

40%

5%
2025 2030

+10％

2035

+30％

2040

• ベストケースシナリオの作成にあたっては、
最大限可能なリサイクル率を想定した。

• 中間シナリオでは、それよりやや低いリサ
イクル率を想定した。

• ベストケースシナリオでは、2040年には新

規に採掘した材料とリサイクル材料の比率
が約40:60になると予想した。

• リサイクル正極活物質の比率は、退役電
池の第一波が始まる2030年以降に勢いを
増すとみられる。

• しかしながら、リサイクル材によるほぼ完
全なクローズドループが可能になるのは、
2040年よりずっと先のことになると考えら
れる。

新規の正極活物質 ベストケースシナリオのリサイクル材料1) 中間ケースのリサイクル材料

リサイクル正極活物質の比率上昇 （複数シナリオの比較） 備考

1) ベストケースシナリオでは、入手可能な全ての退役電池と生産スクラップのほぼ完全なリサイクルを想定している。
欧州車載電池リサイクル市場調査
Strategy&｜アーヘン工科大学PEM研究所 2424
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2020 2025 2030 2035 2040
0%

20%

40%

60%

80%

2020 2025 2030 2035 2040
0%

20%

40%

60%

80%

2020 2025 2030 2035 2040
0%

20%

40%

60%

セル生産に利用できるリサイクル材の量は欧州規制の要求量を
常に上回っている
リサイクル材の動向

欧州規制の目標

欧州規制が定め
る下限（％）と
可能最大量（％）

欧州規制を満たせるだけの
十分なリサイクルリチウムが
入手可能

欧州規制を満たせるだけの
十分なリサイクルニッケルが
入手可能

リサイクルコバルトは、2030
年代初頭を除けば、十分な
量を入手可能

欧州規制に基づく生産用リサイクル材料の最低比率 入手可能なリサイクル材に基づく生産用リサイクル材の最大比率

リチウム コバルトニッケル
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2020 2025 2030 2035
0

1

2

3

4

5

6

7

8

単位：10億ユーロ

50億ユーロ

-2,000

0

2,000

4,000

6,000

ユーロ／t

2025 2030 2035

1,500ユーロ／t

欧州のリサイクル市場は2025年までに損益分岐点に到達し、
以降はマージンを拡大しながら発展する

2025年以降の算定における想定材料価格：リチウム 13ユーロ／kg（LCE）、ニッケル 20ユーロ／kg（ME）、コバルト 37ユーロ／kg（ME）

売上高と原価の予測

• 販売量の計算はリサイクル材料
の市場価格動向に基づく。

• コスト低減と過剰なリサイクル能
力の縮小に伴い、欧州のリサイク
ルは2025年以降黒字に。

• リサイクルのバリューチェーン全
体、または電池のバリューチェー
ン（セルおよび電池のメーカー）に
おける利益配分（すなわち競争の
激化）が今後の電池価格に大き
な影響を与える。

売上高 原価 利益

欧州市場の売上高と原価 売上高、原価、利益 備考
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電池バリューチェーン上のステークホルダーの大半は、リサイクルの付加
価値がもたらす恩恵を直接・間接に享受する

2025年以降の算定における想定材料価格：リチウム 13ユーロ／kg（LCE）、ニッケル 20ユーロ／kg（ME）、コバルト 37ユーロ／kg（ME）

2035年の付加価値配分におけるシナリオ考察

リサイクルの
収益

リサイクル
のコスト

リサイクルの
付加価値

80億ユーロ 30億ユーロ

50億ユーロ

正極活物質は最大
20％値下がり。

リサイクルに伴う正極
活物質の価格下落は
なし。

OEM／顧客が退役電

池の廃棄コストを負担
しなければならない。

バリュー
チェーン

現在 2035年までの予想 想定されるシナリオ

顧客／
OEM

材料価格

I

リサイクル事業者の利
益はごく小さいか、また
はゼロ。

リサイクル
事業者（ハ
ブ／スポー
ク）

電池廃棄のOEM引当

金は不要。顧客が退役
電池の対価を得る。

利益率は自動車業界
の平均(8～10%)に達
することが予想される。

退役電池の廃棄が無償
になる。または、逆に所
有者に価値をもたらす。

リサイクルの付加価値
が正極活物質の値下
げを可能に。

リサイクルの付加価値
は持続可能な利益創出
につながる。

II

III

27



欧州車載電池リサイクル市場調査
Strategy& ｜ アーヘン工科大学PEM研究所

電池リサイクル業界のシナリオを分析した結果、
低コスト＋材料余剰の組み合わせという理想的環境が明らかに

• 市場分析によれば、電池のリサイクル材に
余剰が生じ、直ちにセル生産に再投入される。

• 豊富なリサイクル材供給と安価なリサイク
ル材の組み合わせは、電池リサイクル業界
にとって理想的な市場環境を生む。

• コスト削減を通じてセル生産も恩恵を受ける。

• これにより電池のクローズドループリサイク
ルが実現され、欧州域内での資源確保が
改善される見込み。

リサイクル材の
入手可能性

過剰

低 （リサイクル＞バージン） 高 （リサイクル＜バージン）

バージン／リサイクル材のコスト

不足

「高価なリサイクル材は、セルメー
カーが規制要件を満たす以上に利
用が進まず、供給過剰につながる」

「豊富なリサイクル材供給と低リサイ
クルコストの組み合わせは、電池産
業にとって理想的な市場環境を
生む」

「低コストのリサイクル材が少量だけ
供給されれば、セルメーカーからの
需要が大幅に増大し、材料価格が
再び上昇する」

「リサイクル材不足と高リサイクルコ
ストの組み合わせに規制要件が加
われば、厳しい市場環境が形成さ
れる」

実現可能なリサイクルビジネス

将来性のあるリサイクルビジネス実現性のないリサイクルビジネス

限定的なリサイクルビジネス

予想される状況

備考

シナリオ分析
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世界の電池需要： セルケミストリーの構成比率 （単位：GWh）

2022 2025 2030 2040

500

1,500

3,400

6,500

Na-Ion L(M)FP NMC

NMC

Naイオン

LNMO

NMx

ソリッドス
テート

L(M)FP
第1波：

限定的ポートフォリオ

第2波：
最初の多様化

第4波：
新技術導入

第3波：
ケミストリーポートフォリオ

2024年1月

重要な教訓

第1波：
限定的ポートフォリオ。NMCセルケミストリーが
支配的。牽引するのはプレミアムセグメント。

第2波：
EVのエントリーセグメントとボリュームセグメン
トが多様化を牽引。

第3波：

車両プラットフォームの多様化がセルケミストリ
ーポートフォリオをさらに拡大。

第4波：

将来的な新技術導入（全固体電池など）がセル
ポートフォリオの多様化をもたらす。

29

NMCが引き続き市場を独占： L(M)FPとNa-IonがEVの
エントリー＆ボリュームセグメントから参入
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